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・自己評価の実施方法 

本校における自己評価は、学校長の指示のもと、法人本部長、事務局長及び学科長が評価表を作成し、各項目について点検・評価を実施したものであ

る。評価にあたっては、文部科学省「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づき、各項目を「優れている」「適切」「改善が必要」の三段階で評価

し、課題及び今後の改善方策について検討を行った。 

また、作成した自己評価結果については学校関係者評価委員会において確認及び協議を行い、委員から示された意見等を踏まえ、自己評価報告書の内容を見

直した。 

 

・自己評価の項目 

自己評価は、文部科学省「専修学校における学校評価ガイドライン」に基づいて、以下の 10 項目について実施した。 

 

 

 

 



目次 

１ 教育理念（理念、目的、育成人材像） 

２ 学校運営（運営方針、事業計画、運営組織、人事・給与制度、意思決定システム、情報システム） 

３ 教育活動（目標の設定・教育方法・評価等、成績評価・単位認定等、資格、卒業生の社会的評価） 

４ 学修成果（就職率、資格・免許の取得率、卒業生の社会的評価） 

５ 学生支援（就職等進路、学外実習等、防災・安全管理） 

 

６ 教育環境（施設・設備等、予算、収支計画書、監査、財務情報の公開） 

７ 学生の募集と受け入れ（学生募集活動、入学選考、学納金） 

８ 財務（財務基盤、予算、収支計画書、監査、財務情報の公開） 



９ 法令等の遵守（関係法令・設置基準等の遵守、個人情報の保護、学校評価、教育情報の公開） 

１０ 社会貢献・地域貢献（社会貢献・地域貢献・ボランティア活動） 

 

 

 

 

 

 

 



大項目 評価項目 

自己評価 

優れている ３ 

適切    ２ 

改善が必要 １ 

自己評価項目総括 特記事項 

１ 

教
育
理
念
・
目
的
・
育
成
人
材
像 

理念・目的・人材像は定められているか ３ 本校は、学校法人タイケン学園グループの

建学の精神である「①物事を科学する人

材」「②質実剛健な人材」「③グローバル

な人材」の育成を基盤として、保育・ビジ

ネス・AIコミュニケーションの各専門分野

において、社会で求められる実践力と豊か

な人間性を兼ね備えた人材育成を目指して

いる。 令和7年度は、教育理念の具現化に

向けて、座学中心の授業から脱却し、グル

ープワーク・演習・ICT活用・生成AI活用を

積極的に導入することで、主体的に学ぶ姿

勢を育成する教育方法へと改善を進めた。 

また、教職員が学生一人ひとりと密に関わ

り、学習・生活・心理面を総合的に支援で

きるよう、学内の情報共有体制を強化し、

支援の質を向上させた。 

 

・各学科でICT・生成AIを 

活用した授業を拡充し、 

デジタル社会に対応でき 

る人材育成を強化した。 

・主体的学習を促すため、 

演習型授業の比率を増加 

し、学生の学びの質が向 

上した。 

・教職員の連携を強化し学 

生支援の一体的な体制を 

構築した 

 

特色ある職業教育活動に取り組んでいるか ３ 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱い

ているか 
３ 

理念・目的・育成人材像・特色・将来構想等が生徒、

保護者等に周知されているか 
３ 

教育目標・育成人材像は専門分野に関連する業界のニ

ーズに適合しているか 
３ 



大項目 評価項目 

自己評価 

優れている ３ 

適切    ２ 

改善が必要 １ 

自己評価項目総括 特記事項 

２ 

学
校
運
営 

目的に沿った運営方針が策定されているか ３ 
学園の事業計画に基づき、学校運営は適切

に行われている。令和7年度は学園全体の方

針に沿って、教務・財務・人事・コンプラ

イアンス体制を整備し、学校運営の透明性

と効率性を高めた。 

委員会からの意見を踏まえ、情報システム

化をさらに推進し、教職員間で共有しやす

い環境整備を進めることで、意思決定の迅

速化と業務効率化を図った。 

・校内の情報共有システムを拡

充し、教職員の業務効率が向

上した。 

・学園全体の運営方針に基づ

き、長期的視点での学校運営

を継続している。 

事業計画に沿った運営方針が策定されているか ３ 

運営組織や意思決定権は、規則等において明確

化され、且つ有効に機能しているか ３ 

人事、給与に関する制度は整備されているか ３ 

教務・財務等の意思決定システムが整備されているか ３ 

業界や地域社会に対するコンプライアンス体制が整備

されているか ３ 

情報システム化による業務の効率化がはかられている

か 

３ 

３ 

教
育
活
動 

理念の沿った教育課程の構成、実施方針が策定されて

いるか 

３ 教育課程は社会的ニーズに応じて適切に策定さ

れている。各学科では、専門性に応じた体系的

なカリキュラムを編成し、資格取得支援や実践

的教育を強化した。 

・AI・ICT教育を強化し、各学科 

の専門性に応じたデジタルス 

キルを支援した。 

・資格取得支援のため、授業外 

の補講体制を整備し、合格率 
修業年限に対応した教育到達レベルや学習時間は明確

にされているか 

３ 



大項目 評価項目 

自己評価 

優れている ３ 

適切    ２ 

改善が必要 １ 

自己評価項目総括 特記事項 

学科等のカリキュラムは体系的に構成されているか ３ 
委員会指摘を踏まえ、 

・ICT・生成AIの活用 

・補講・資格対策講座の充実 

・個別指導の強化 

・実習・演習の拡大 

を進め、学生の学習状況に応じた支援体制を拡

充した。 

また、授業外での補講や個別指導を体系化し、

学習成果の向上につなげている。 

 

向上に寄与した。 

・実践的な職業教育の比率を 

増やし、即戦力育成を推進し 

た。 

  

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリ

キュラムや教育方法の工夫・開発などが実施されてい

るか 

３ 

授業評価の実施・評価体制はあるか ３ 

成績評価、単位認定等の基準は明確になっているか ３ 

資格取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な

位置づけはあるか ３ 

資格・要件を備えた教員を確保しているか ３ 

 

４ 

学
修
成
果 

教員の資質向上や指導力育成に向けた取り組みがなさ

れているか 

３ 就職率・資格取得率は概ね良好であり、特に保

育学科は高い就職率を維持している。 

委員から指摘のあった「学習進度の差」につい

ては、 

・学習成果の可視化 

・定期的な進捗確認 

・学習データ分析の強化 

・学修データを分析し、教育改 

善に反映する仕組を強化し 

た。 

・退学防止のため、家庭訪問・ 

個別面談を継続し、早期支援 

を強化した。 

 

就職率の向上がはかられているか ３ 

資格取得率の向上がはかられているか ３ 

退学率低減が図られているか ２ 



大項目 評価項目 

自己評価 

優れている ３ 

適切    ２ 

改善が必要 １ 

自己評価項目総括 特記事項 

卒業生、在校生の社会的な活躍・評価を把握している

か 

３ 
・遅れがみられる学生への個別支援の充実 

を進め、学習状況に応じたフォロー体制を改善

した。 

退学率については、担任面談・家庭訪問・ミー

ティングによる早期支援体制を継続し、減少傾

向を維持している。 

・スーツ登校日など、社会性育 

成の取り組みを継続してい 

る。 

５ 

学
生
支
援 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか ３ 
進路・就職支援、学生相談体制は適切に整備 

されている。心理的な不安やストレスを抱える

学生が増加している状況を踏まえ、 

・担任による個別面談の強化 

・毎週の定例ミーティングでの情報共有 

・必要に応じた随時ミーティング 

・留学生支援体制の強化 

により、支援体制を充実させた。 

・心理的支援の必要性が高まって 

いるため、相談体制の強化を継 

続している。 

・留学生支援は外国人スタッフを 

中心に対応し、生活・学習面の 

支援を充実させた。 

・学費支援制度の説明を強化し、 

経済的支援体制を充実させた。 

学生相談に関する体制は整備されているか ３ 

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されている

か 

３ 

学生の健康管理を担う体制は整備されているか ３ 

課外活動に対する支援体制は整備されているか ３ 

学生寮など、学生の生活環境への支援体制は整備され

ているか 

３ 



大項目 評価項目 

自己評価 

優れている ３ 

適切    ２ 

改善が必要 １ 

自己評価項目総括 特記事項 

保護者との連携体制は適切に行われているか ３ 

卒業生への支援体制は整備されているか ３ 

６ 

教
育
環
境 

施設・設備は教育上の必要性に十分対応できるよう整

備されているか 

３ 
施設・設備は設置基準に則り適正に整備されて

いる。 

委員会の指摘を踏まえ、WEB授業の活用をたかめ

るため、校内Wi-Fi環境を整備し、令和６年度後

期よりほぼ全フロアーで利用可能となった。 

・ICT教育推進のため、ネット環 

境整備を優先的に実施した 

・防災体制は避難訓練・マニュ 

アル整備・防犯カメラ設置に 

より強化されている。 

・保育実習室・造形室・調理師 

など、専門設備を充実させた 

学外の実習、インターンシップ、海外研修等の実施体

制を整備しているか 

３ 

防災に対する体制は整備されているか ３ 

７ 

学
生
の
受
入
れ
募
集 

学生募集活動は、適切かつ効果的に行われているか ２ 
募集活動は適切に行われているが、マンパワー

不足が課題である。 

委員会指摘を踏まえ、 

・募集専任職員1名＋全職員での募集体制 

・資料請求者への迅速なアプローチ 

・説明会・体験入学の強化 

により、効率的かつ実効性のある募集活動を推

進している。 

・全職員が募集活動に関わる体 

制を整備し、マンパワー不足 

を補っている。 

・他校より低めの学納金設定に 

より、学生負担軽減を図って 

いる。 

・高校訪問・ガイダンス参加を 

継続し、地域との連携を強化 

している。 

入学選考基準を明確化し、適切に運用しているか ３ 

経費内容に対応し、学納金を算定しているか ３ 



大項目 評価項目 

自己評価 

優れている ３ 

適切    ２ 

改善が必要 １ 

自己評価項目総括 特記事項 

８ 

財
務 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているか ３ 委員会より「健全で問題なし」と評価。 

・財務情報公開を適正に行い、 

透明性を確保している。 

・法人本部による監査体制が機 

能し、健全な財務運営が維持 

されている。 

 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ３ 

財務について会計監査が適正に行われているか ３ 

財務情報公開の体制準備はできているか ３ 

９ 

法
令
等
の
遵
守 

法令や専修学校設置基準等遵守し、適正な運営がなさ

れているか 

３ 委員会より「適切に遵守されている」と評価。 

・個人情報保護に関する職員教 

育を継続して実施している。 

・自己評価・学校関係者評価の 

結果を公開し、透明性を確保 

している。 
個人情報に関する対策を実施しているか ３ 

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか ３ 

自己評価結果を公開しているか ３ 

学校関係者評価結果の実施体制を整備し評価を行って

いるか 

３ 

学校関係者評価結果を公開しているか ３ 



大項目 評価項目 

自己評価 

優れている ３ 

適切    ２ 

改善が必要 １ 

自己評価項目総括 特記事項 

教育情報に関する情報公開を積極的に行っているか ３ 

１
０ 

社
会
貢
献
・
地
域
貢
献 

学校教育資源や施設を活用した社会貢献を行っている

か 

２ 
地域貢献活動は実施しているが、ボランティア

参加者数が少ない状況が課題である。 

委員会指摘を踏まえ、 

・活動内容・意義の周知強化 

・活動事例紹介 

・参加しやすい募集方法の工夫 

により、学生の意識向上と参加促進を図る改善

方策を追加した。 

・地域ボランティア活動の周知 

を強化し、参加者増加に向け 

た取り組みを開始した。 

・高校生向け職業講話・保育園 

でのパネルシアター等、地域 

連携活動を継続している。 

・東京都の長期高度人材育成コ 

ース（保育士養成科）を継続 

受託し、地域の人材育成に貢 

献している。 

学生のボランティア活動を奨励、支援しているか ２ 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を

含む）の受託等を積極的に実施しているか 

３ 

 

 

 


